


自分の命は自分で守る 自助

公的機関が支える 公助

自 助

自分たちの地域は自分たちで守る 共助

… ハザードマップなどで災害リスクや避難場所を確認したり、防災情報の
　 意味や避難の仕方などについて知っておきましょう。

防災知識の習得

住宅の耐震化や家具の転倒防止

地域の防災活動への参加

避難、消火活動、救助の協力

…  阪神淡路大震災では、地震によ
　 って倒壊した建物から救出され
　 た人の約８割が、家族や近所の
　 住民等によって救出されたとい
　 う調査結果があります。
　 大きな災害のとき、すべての現場
　 にすぐに救助隊が到着すること
　 は困難です。住民同士での助け
　 合いが重要です。

ハザードマップの作成

堤防・砂防施設などの整備、公共施設の耐震化

防災知識の普及や防災教育の充実のための取組み

避難所の確保

食料、飲料水、日用品などの備蓄

… 南海トラフ地震が発生した場合に想定される避難所へ
　 の避難者（119,000人）の約１日分の物資を、県と市町
　 で協力して備蓄しています。また、自治体の備蓄で足りな
　 い物資を調達できるよう、民間企業などと災害時応援協定
　 の締結も行っています。

消防や警察、自衛隊による救助活動

応急医療の提供

支援物資の供給災害情報の収集・提供

避難所の開設

公 助共 助

防
災

M
A
P

自主防災組織や消防団での活動

（避難誘導・炊き出しなど）

避難所の運営

… 避難所は、行政担当者だけでな 
　く、避難者や自治会・町内会、自主 
　防災組織、ボランティア団体等と 
　の連携で運営します。

平 常 時

正しい情報の取得、提供

自らの判断による避難行動 … 適切な避難行動は、個人（家族）の状
　 況や災害の状況などによってそれぞれ
　 異なります。ハザードマップや気象情
　 報・避難情報などに基づいて、自分で
　 考え、行動することが必要です。

…災害時には、誤った情報や根拠のない噂が流れることも。テレビやラジオ、自治体のホーム 
　ページなどから、信頼できる情報を得るようにしましょう。香川県では、「かがわ防災Web 
　ポータル」や「香川県防災ナビ」などで情報発信をしています。
　また、誤った情報を流す側にならないようにも注意しましょう。

災害が起こったとき

平 常 時

災害が起こったとき

災害が起こったとき

平 常 時

災害時に特に必要なもの

カセットコンロ ラテックス手袋

充電式ラジオ 予備バッテリー・
乾電池

懐中電灯

簡易トイレ

少し多めに購入

食べる・使う減った分を補充

食べる・使う

古いものから
順に消費！

食べ物や日用品を少し多めに購入、日常生活で消費

●乳幼児・高齢者がいる家庭

●女性の場合

オムツ・常備薬等

生理用品等

ローリングストックのイメージ

常に少し多めの状態をキープ

食料、飲料水、日用品などの備蓄

…大きな災害のとき、支援物資がすぐ 
　に届かないこともあります。最低３日 
　分（できれば１週間分）、自分や家族 
　が生活できる備えをしておくと安心です。
 　取り組みやすい備蓄の方法としては、 
　ローリングストックがあります。ローリ 
　ングストックは、缶詰やレトルト食品、
　トイレットペーパーなど日常生活で 
　消費するものを少し多めに買い置き 
　して賞味期限が近づいたものは食べ 
　て、食べた分をまた補充するやり方です。

… 家の安全対策も忘れずに。耐震診断や耐震改修への補助制度も活用して、地震に強い
　 家を目指しましょう。

…  地域の防災訓練に参加したり、消防団や
 　自主防災組織の活動に参加しましょう。

防災教育副読本


